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　かわの忠正議員は3月5日、予算審査特別委員会で質問に立ち、①飲料
水の備蓄について②浸水対策の強化について③市営住宅集会所の面積拡
大について、質問しました。

Ｈ２４年 第１回
定例会予算審査
特別委員会質問

飲料水の備蓄強化を！飲料水の備蓄強化を！飲料水の備蓄強化を！
ペットボトルで飲料水備蓄開始 新年度予算ペットボトルで飲料水備蓄開始 新年度予算ペットボトルで飲料水備蓄開始 新年度予算

浸水対策の強化を！浸水対策の強化を！浸水対策の強化を！
下水道の安全安心へ取り組み！下水道の安全安心へ取り組み！下水道の安全安心へ取り組み！

市営住宅集会室の面積拡大を！市営住宅集会室の面積拡大を！市営住宅集会室の面積拡大を！
高齢者の集う場の確保へ高齢者の集う場の確保へ高齢者の集う場の確保へ

@044-511-0687　川崎市幸区小向西町3-51

『市民相談室』随時開設中♪

　　まずは、お電話下さい。
http://www.kawano-t.com/

公明党川崎市議団  かわの忠正事務所
市政報告会もご希望に応じ随時開催！

多摩川大橋歩道拡幅完成
　上流側、下流側全て完成　倍近くに
拡幅

河原町団地２号棟手擦り設置
　EVホール南側、北側1階から14階
まで自治会の方々からの要望で設置

古市場コミュニティ道路側溝補修
　東古市場中央公園前の水溜りを解消

　災害発生時、支援物資を東扇島基幹的広域
防災拠点から本市内陸部へ搬送する場合、安
全な物資輸送路を確保するために液状化対策
をするよう質問しました。港湾局長は「耐震

強化岸壁と市街地を結ぶ臨港道路などを優先
して、ボーリング調査などにより地盤条件を
把握し必要な対策を検討」すると答弁しまし
た。

　市から無料貸し出しをするよう議会で取り上げてきた放射線
測定器の貸し出しが開始されました！

【対象者】
　○市内在住の20歳以上の個人
　○町内会、自治会、商店街等の団体
　○子どもを預かる民間施設の方　等

【貸し出し単位、台数】
　平日の1日単位　9時から16時、区で3台
【貸し出し窓口　問合せ先】
　幸区役所総務課　電話044-556-6666

川崎市議会議員 第42号2012年春夏

緊急支援物資輸送路確保に向けた液状化対策緊急支援物資輸送路確保に向けた液状化対策

非常用物資に飲料水の備蓄を追加非常用物資に飲料水の備蓄を追加非常用物資に飲料水の備蓄を追加非常用物資に飲料水の備蓄を追加非常用物資に飲料水の備蓄を追加

Ｈ24年度予算に反映！ かわの忠正議員が取組んだ主な事業Ｈ24年度予算に反映！ かわの忠正議員が取組んだ主な事業

東扇島基幹的広域拠点から内陸部への道路

　かわの忠正議員は、新年度予算に初めて飲
料水備蓄が盛り込まれたことを評価し、更に
適量で効率的効果的な備蓄に取り組むよう主
張しました。

●防災訓練時に備蓄した飲料水の有効活用

　帰宅待機児童用に飲料水を備蓄する予算が
計上されているので、防災訓練時に備蓄した
飲料水の使用について、効率的な運用をする
よう質問しました。
　総務局長は「消費期限を迎える飲料水を有
効に活用するため、自主防災組織や学校が実
施する防災訓練などで活用する。備蓄量の見
直しは、新たな地震被害想定調査の結果によ
り備蓄計画の見直しをする」と答弁しました。

●学校防災訓練時の飲料水などの保護者負
担を軽減

　学校における防災訓練の際、飲料水などの
費用を保護者負担と考えている点を取り上げ、
「（防災訓練の観点から）保護者負担とすべき
でない」と主張しました。
　教育長は、飲料水の負担
のあり方について「総務局
の飲料水の活用を踏まえ、
最大限経費削減を図り、保
護者の負担軽減に向けて検
討する」と答弁しました。

●緊急遮断弁付受水槽（地震発生時に給水
を確保する槽）の使用方法の周知

　当槽が設置されている学校があるが、使用
方法について周知されていない点を指摘し、
対応を質しました。
　教育長は、「年度内に担当職員が訪問し周知
する。災害時には有効に活用できるよう、防
災訓練時や定期点検時などに使用方法の訓練
を実施する」と答弁しました。

　かわの忠正議員は、
24 年度の下水処理
施設への浸水対策を
質問しました。
　はじめに、小向西
町2丁目・戸手1丁
目の浸水実績のある
地域の対策状況を質
しました。
　併せて国土交通省
が下水道地震・津波
対策技術検討委員会
を立ち上げているこ
とを紹介し、本市の早い対応を求めました。
　上下水道事業管理者は「小向西町地区の浸
水対策は、浸水の原因を明らかにするため流
域の調査を行い浸水対策手法を検討する」「下
水道施設・機能の維持向上を基本方針として、
24年度は下水管の耐震対策や再整備、浸水対
策、ポンプ場の地震対策、水処理センターな
どの地震対策に取り組む」と答弁しました。

　かわの忠正議員は、高齢者の引きこもり防止、
介護予防の観点から多くの人が集える場の確
保が必要と主張し、37年間踏襲したままの面

積基準を拡大に向け
見直すよう求めまし
た。まちづくり局長
は「バリアフリー化
の推進等のため必要
な面積を確保する基
準を、来年度末まで
に定めていく」と答
弁しました。

　Ｈ23年・第3回定例会決算審査特別委員会
で、災害時の飲料水の確保策を取り上げました。
　現在、市の備蓄計画では、備蓄の対象に飲
料水が入っていません。被害が広範囲で甚大
であった場合、被害地全域に給水体制がとれ
るのか、質問しました。
　24年度予算では、応急給水拠点（御幸公園
内など市内123か所）の開設までの時間等を

考慮し、飲料水のペッ
トボトルを備蓄するこ
とが予算化されました。
　備蓄量は家屋が全壊・
全 焼 し た 想 定 数 の
135,000人分、避難所・
区災害備蓄倉庫などに
備蓄される予定です。

簡易型放射線測定器の貸し出しが開始！

予算審査特別委員会で
質問に立つかわの忠正議員


